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Abstract

　Radiolarian　biostratigraphy　of　the　Permian　Maizuru　Group　of　the　Maizuru　Belt　was　examined　in　the

northwest　of　Ibara　and　Kanagawa　areas　in　the　ea，stem　part　of　the　Okayama　Prefecture，Southwest　Japan．

　The　Maizuru　Group　in　the　west　of　Ibara　area　is　composed　of　the　Lower，Middle　and　Upper　Formations．

　The　Lower　Formation　consists　of　mainly　basic　volcanic　rocks　intercalating　red　bedded　cherts　and　black

mudstones．The　Middle　Formation　consists　of　chiefly　black　mudstone　with　intercalated　sandstones，acidic

tuffs．The　Upper　Formation　is　mainly　composed　of　altemating　beds　of　sandstone　and　mudstones　and　shales，

which　are　sheared　a，nd　phyll　itic．Radiolarian　assemblages，corresponding　to　the　Psθ認。α♂6α∫召θllαloη8孟αη一

θη8∫8，FolZぎ。駕。％1彪s　moηαcαπ孟勧s　and　F．8cholαs琵。駕s　Assemblages　which　range　from　Middle　to　early　Late

Permian　occur　from　the　Middle　Member　of　the　Maizuru　Group．

　Th6Maizuru　Group　in　the　Kanagawa　area　consists　of　the　a　formation　mainly　composed　of　sandstone　and

the　b　formation　consisting　of　chiefly　mudstone．Follガ。％c膨1彪8腕。ηαcαη孟h初8and　F．scholαs琵。包s　Assemblages

occur　from　the6formation．

　The　Maizuru　Group　in　the　northwest　of　Ibara　area　has　different　lithologic　feature　from　that　in　the

further　eastem　Maizuru　Belt．The　Maizuru　Group　in　the　northwest　of　Ibara　area　includes　red　bedded　cherts

associated　with　basic　volcanic　rocks，which　may　indicate　difference　of　sedimentary　environment　of　the

Paleo－Maizuru　sea　basin　among　the　areas　of　the　Maizuru　Belt．

1．はじめに
　近年丹波・美濃帯の層状チャート層中でペルム系放

散虫層序が確立され（ISHIGA，1986参照），その結果

をもとに西南日本の舞鶴帯・秋吉帯や黒瀬川構造帯の

砕屑岩層においても生層序学的検討が進められている．

このなかでNISHIMURA＆ISHIGA（1987）の舞鶴層群

の放散虫化石層序の研究は丹波・美濃帯の放散虫研究

では知られていなかったペルム紀中世の新しい化石群

集を報告するとともにAlbaillellariaの新種を記載し

た．舞鶴層群の中部層は放散虫化石を比較的よく産出

し，これまで年代の不明であった地層についても放散

虫層序の確立が期待されるようになった．岡山県東部

に分布する舞鶴層群は，従来大型化石や紡錘虫の産出

が少ないために年代が不明であった部分が多い．ここ

では放散虫化石の発見を契機に，主に舞鶴層群の層序，

構造を明らかにすることを目的として進められた昭和

62年度の卒業研究の成果にその後の検討結果を加えて

報告する．なお野外調査は岡山県井原北西地域は高松

が，金川地域は滝川がおこなった．

2．地　質　概　略

＊　島根大学理学部地質学教室

　舞鶴帯（ここではWATANABE窃α1．，1987のMai．

zuru　Terraneと呼ぶが構成岩類や地帯区分の境界は清
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第1図　西南日本内帯の地帯構造区分図（NISHIMURA＆ISHIGA㌧1987より）

水ほか，1962のMaizuru　Beltと同じである）は福井

県の西端から岡山県西部まで東北東一西南西の方向に

延びる長さ約150km，幅10～20kmの帯状な地帯で中一

上部ペルム系舞鶴層群，下一中部トリアス系（夜久野

層群など）・上部トリアス系（荒倉層・難波江層群など）

陸棚相の砕屑岩層および夜久野岩類から構成される．

舞鶴層群は舞鶴帯の中央帯に分布するが兵庫県から西

では帯状配列が不明瞭となる．

　舞鶴層群は下部・中部・上部層に3分される．下部

層は玄武岩質火山岩，火砕岩からなり泥岩を挾む．中

部層は泥質岩を主とし酸性凝灰岩や砂岩を挾む．上部

層は砂岩泥岩互層やれき岩からなる．各層とも石灰岩

は少なく層状チャートは含まないとされている（清水

ほか，1962）．舞鶴帯の西方延長は広島県の西部では中

国帯の中帯（長谷，1964）と呼ばれる地帯にあたる．

この地域の舞鶴層群相当層には玄武岩質火砕岩にとも

なわれて赤色層状チャートが含まれる．検討地域は井

原市の西方井原北西地域と岡山市北部の金川地域であ

る．

3．井原北西地域

　調査地域は，岡山県井原市の北約10kmに位置し，

広島県・岡山県の県境をまたぐ東西6km，南北5kmの

地域である（第1，2図）．

　この地域の古生界は山野層群（長谷，1964参照）の

一部に当たる．北東部には上部トリアス系成羽層群が，

北部にはペルム系の芳井層群や宇治層が分布する．最

近芳井層群や宇治層は放散虫化石に基づく生層序が報

告された（佐野ほか，1987）．また南東部に分布する夜

久野岩類の岩石学的検討もされている（KOIDE，1986）．

　長谷ほか（1975）は本地域の古生層を東西方向の断

層を境とし，北側に分布する地層を川町層，南側に分

布する地層を佐原層とした．川町層は片状化した泥質

岩，砂岩，緑色岩からなり，北傾斜の逆転構造をなす．

佐原層は主に泥質岩，緑色岩からなり，北傾斜，正上

位をなす．ほぼ東西方向の軸をもつ向斜と背斜が発達

している．川町層からは化石が発見されておらずその

年代は明らかでない．佐原層の上部からはyα6窃ηα8hど一

7α如θη8ぎsやくrε08c勧αgθ漉αsp．などが報告されてお
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り，佐原層の年代は上部ペルム系，y面θ磁一Leがdo－

1ガηα帯に対比されている（長谷，1963；1975）．

　今回新たに本地域の古生層を塩基性火砕岩を主とす

る下部層，泥質岩を主とする中部層，砂岩泥岩互層を

主とする上部層の3部層に再区分した．本地域の下部

層は長谷ほか（1975）の佐原層主部の一部に，中部層

は佐原層上部に，上部層は佐原層上部の一部と川町層

上部に相当する．

　中部層は放散虫化石にもとづくと，中部ペルム系か

ら上部ペルム系に相当する．白亜系花こう岩類や輝緑

岩が古生層に貫入している．更新世の山砂利層（高

瀬層）は井山と七谷の南部の海抜約300から350mの

平坦面上に分布する．本地域には北東一南西ないし北

北東一南南西系の断層とほぼそれらに直交する断層が

発達する（第3図）．

3．1　舞鶴層群の層序

　本地域の舞鶴層群は下部・中部・上部層に区分され

る．米山一若林を通る南北断層によって舞鶴層群は大

きく変位され，断層の東部では中・下部層が，西部で

は中・下部層のほか，上部層が広く分布する．東部の

中・下部層が波長1km前後のゆるやかな褶曲構造をな

しているが，西部の上部層は100－200mの転倒した褶

曲構造をもつ．
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第4図　地質断面図（位置は第3図に示す）

a．下部層

　本地域の南部，西部および北東部に分布する．主に

塩基性火砕岩および溶岩からなり，泥岩をはさむ．天

神山付近では夜久野岩類とは断層関係で接する．

　塩基性火砕岩は主に，塩基性凝灰岩および数cm程度

の凝灰岩角れきを含む凝灰角れき岩からなる．これに

は白色～緑色の珪質凝灰岩がはさまれる．凝灰角れき

岩は井上，才谷，二五山において下部層の上部に特徴

的にみられる．れき径は数cm程度で，塩基性緑色・赤

色凝灰岩や泥岩からなる．溶岩は暗赤紫色を呈し，山

内，杉ノ平，若林東方では枕状構造がみられる．大社

や七谷南部では，石灰岩レンズが，塩基性凝灰岩の中

にふくまれる．．

　泥岩はレンズ状で下部層中に含まれる，シルト質，

塊状ち密で石英の細脈が発達している．塩基性凝灰岩

中にはレンズ状の泥岩がふくまれる．竹ノ丸では両者

が互層をなす部分もある．これらの泥岩と塩基性凝灰

岩の関係は整合である．また珪質凝灰岩は下部層中の

泥岩に伴ってみられる．

　下部層と中部層との関係は大社では整合関係である．

中部層との境界部付近では下部層はレンズ状の泥岩を

多く含み，上位では泥岩が増加し，中部層に漸移する．

井山や二五山では中部層と下部層が高角断層で接する．

また天神付近の道路沿いや篠原の露頭では塩基性凝灰

岩と泥岩がレンズ状に混在して破砕されている部分が

ある．

b．中部層

　中部層は調査地域のほぼ中央部，山野から川相にか

けて分布する．主に泥岩からなり，塩基性凝灰岩をほ

とんど含まないことで下部層と区分される．中部層は

岩相の特徴から上部と下部とに細分される．中部層は

多くの放散虫化石を産す尋．また中部層上部は，断層

により断たれる東部と西部で年代の異なる化石群集を

産する．

（1）下　部

　シルト質泥岩からなり，塊状を呈する．二五山，宇

内塚，谷山，上組などの泥岩は片状化している．下部

の下位には珪質泥岩が多い．仁郷では下部と上部の境

界部付近では酸性凝灰岩の薄層を含む．レンズ状の砂

岩をしばしば含み，仁郷では層厚100mに達する砂岩

層もみられる．

（2）上　部

　主に頁岩からなり，酸性凝灰岩と砂岩の薄層を含む．

頁岩は厚さ10～30cm程度で成層し，級化構造や平行

ラミナがみられる．頁岩はシルト質であることが多い．

仁郷では上部と下部は漸移関係にある．中部層の砂岩は

一般に細粒で暗灰色を呈し，塊状ち密である．砂岩はほ

とんど石英と斜長石からなり，淘汰は悪い．しかし，下

部・上部の境界付近では，輝石を含む粗粒な部分もある．

中部層上部の上位から上部層にかけて，石灰質砂岩が

含まれる．これは灰色を呈し粗粒である．石灰岩の岩

片を多く含み，まれに石英粒を含む．石灰岩れきには

紡錘虫らしい化石片が含まれる．無谷では石灰岩のれ

きを主とするれき岩のレンズがみられる．琴原では石

灰岩が分布する．長谷（1963）が報告した，yαδθ∫ηα

8配7α如εη8∫sはこの石灰岩から産出したものと思われ

る．

　酸性凝灰岩は中部層上部に多く含まれる．無谷と若

林では頁岩と互層する．洞々では数mにもおよぶ厚層

の酸性凝灰岩が頁岩にはさまれる．

c．上部層

　上部層は米山～若林を通る，北北東一南南西の断層

より西部のみに分布する．上部層は，2～4cmの砂岩

と1～2cmの泥岩の砂岩優勢砂岩泥岩互層からなり単

層の厚さは2～5cmである．砂岩には級化構造が発達

していることが多い．砂泥互層は数m～10mにも達す

る．酸性凝灰岩の薄層もはさまれる．中部層との関係

は広間では整合関係である．砂岩は灰色を呈し，塊状

ち密で細粒砂岩からなる．級化構造もしばしばみられ

る．主に石英と斜長石からなり淘汰は悪い．

3．2夜久野岩類
　夜久野岩類は斑れい岩と花崗岩質岩からなる．斑れ

い岩は斜長石が少なく角閃石が多いものと，斜長石を
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多く含むものとがあり，方解石の細脈や角閃石が少し

変質されており，変斑れい岩とした方がよいと思われ

る．変斑れい岩と塩基性火砕岩との関係は明瞭でなく，

漸移しているようにみえるところもあるが，貫入関係

と考えられる．

　花崗岩質岩は斑れい岩に伴って産し，幅数10m程度

の小規模な岩体をなす．花崗岩質岩はほとんど石英と

斜長石からなる．

3．4　放散虫化石と年代

　調査地域の240地点において約280の試料を採集し

処理した結果，17の試料から年代決定に有効な放散虫

化石を得た（第1表）．放散虫は中部層のみから産出し，

上部層と下部層からは得られなかった．

　これらの放散虫化石は種構成にもとづいて，下位よ

り，A，B，Cの3群集に区分される（第6図）．

　A群集はPsθ記。α♂6α∫一ZlθIZαsp．D，P九8ヴOT煽s，P．

α漉ηSど8，PlOη9孟απθ幅8，pZOη9ぎCO加S，PlαηCθ0－

Zαぬ，Psp．からな「），P碗dθη8おとP．sp．Dの産出

により特徴付けられる．本群集は中部層下部と上部の

下位の泥質岩より産出する．この群集はISHIGA（1986）

の1乳Zoηgむα舵η8お群集帯から産する放散虫群集に対比

され，その年代はペルム紀中世前期とされている．

　B群集はFollど。αc財IZ％8鴉。ηαcαπ汚物s，F．8cholα8孟δ一

。鋤8morphotype　I，F。sch，olα8翻。包8morphotypeIIから

なり，E鵬。ηαcαη孟加8の産出によって特徴づけられる．

本群集は中部層上部の上位の頁岩より産出する（第5，

6図）．この群集はISHIGA（1986）のE鴉。παcαη孟h麗

群集帯から産する放散虫群集に対比され，その年代は

ペルム紀中世後期とされている．

　C群集はF・llど。％c鴛1♂砺scん・♂α8孟ぎ。鵬morph・type

I，F．8cholα8孟ど。総morphotype　IIからなり，B群集

と類似するがF、moηαcαη彦舵8を含まないことでB群

集と区別される．本群集は中部層上部の上位（B群集

より上位）の頁岩より産出する（第5，6図）．この群

集はISHIGA（1986）のIE　scんolα8孟δc財s帯から産する

群集に対比され，その年代はペルム紀中世後期からペ

ルム紀新世前期とされている．

　T581からT176はA群集に，T694からT696は
B群集に，T697からT393はC群集に相当する（第
6図）．

　以上のことから中部層下部から上部の下位までは中

部ペルム系に相当し，中部層上部の上位は中部ペルム

系上部から上部ペルム系下部に相当する．

　中部層の上部は断層によって分けられる東部と西部

にそれぞれ分布するが，以上のように放散虫化石より

両者の間には年代に差異がある．中部層は中部ペルム

系から上部ペルム系下部に相当する．

　またISHIGA（1986）によるとFoll∫c初。包1彪8moηα一

。α冠物sとF。scholαs孟ど。秘8morphotypeIとは共存し

ないが，本地域では共存する．．P8θ％doα♂6αぎllθllα1αη一

。θolα孟αとP．sp．D，P．sp．DとP．∫㍑s∫∫07mδsはISHI一

第1表　岡山県井原北西地域から産出した放散虫化石リスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Localities
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GA（1986）によるとそれぞれ共存しないが，本地域で

は共存する．このことよりP．sp．Dのレンジは上位に

のびるものと、思われる．

4．金川地域
　調査地域は岡山市北方の金川西方東西5km，南北5

kmの地域である（第1，7図）．本地域に分布する舞

鶴層群は北東一南西および北西一南東方向の断層によ

って多くのブロックに分けられ地質構造は複雑である

（第7図）．検討地域の東南部では上部トリアス系金川

層が分布し，本検討地域内にも分布することが確認さ

れたがその詳細は今後の検討課題である．舞鶴層群は

熱変成や熱水変質をこうむっている部分が多く詳しい
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層序区分は検討中であり，ここでは岩相の特徴にもと

づいて2層（α，6層）に区分して説明する．見かけの

層序はα層が6層の下位に位置する．α層は主に砂岩

よりなり，6層は主に泥岩よりなる．

4．1　舞鶴層群の岩相

α層

　α層は本地域の南東の天満・久保の東方および九谷

の一部に分布する．層厚は約300mである．α層は砂

岩を主として石灰質砂岩および少量の泥岩を含む．

　砂岩は細粒で灰色～黒灰色を呈し，塊状で無層理で

ある．九谷付近ではホルンフェルス化している．久保

の東方では泥岩や緑色凝灰質砂岩をはさむ．鏡下では

石英・斜長石の砕屑粒子がみられ基質が多い．

　九谷・天満の地域には石灰質砂岩がはさまれる．暗

緑色から緑色を呈し，塊状で無層理・粗粒である．

6層

　6層は調査地域に広く分布している．6層は泥岩を主

とし，まれに砂岩・酸性凝灰岩・石灰岩などをはさむ．

層厚は約450m以上．

　泥岩は塊状・無層理で厚層をなす場合が多いが，単

層の厚さ数cm前後で成層することがある．黒色～黒灰
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第6図　岡山県井原北西地域の舞鶴層群の総合柱
　　　　状図と産出化石の層準を示す図
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第7図　岡山県東部金川地域の地質概略図（黒丸
　　　　は放散虫化石産出地点）
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色を呈する．市場付近には緑灰色のシルト質泥岩が広

く分布している．珪質泥岩は久保・三谷などの地域に

分布し，単層の厚さ数cm程度でよく成層する．

　石灰質泥岩は紙工の南西部・河内の西部に分布する．灰

黒色～暗紫色を呈し，他の一般的な泥岩に比べ軟質であ

る．ハンマーで傷つき塩酸をかけると泡がでるものもある．

　δ層の砂岩は大野付近ではレンズ状または薄層をな

す．灰黒色～黒色を呈し，粗粒～細粒である．河内の

北方では凝灰質をなす砂岩が部分的に分布する．

　酸性凝灰岩は九谷新田では厚層をなし泥岩と互層す

る．酸性凝灰岩は灰白色を呈し，その周囲の泥岩は黒

灰色～淡緑色を呈する．九谷新田での酸性凝灰岩は数

mm～数cm程度の厚さでレンズ状に泥岩にはさまれて

いる．市場の西方などその他の地域では層厚1～3cm

の薄層として泥岩中にはさまれている．

　石灰岩は久保の北方・市場の北方でレンズ状岩体を

なす．久保の北方では石灰岩は淡白色を呈し，粗粒の

砂質石灰岩からなる．ここでは泥岩と単層の厚さ数mm～

20cm程度で互層する．市場の北方では石灰岩は暗灰色

のれき質石灰岩からなる．緑灰色の泥岩中にレンズ状

に分布する．

　大野の東方の南北に走る断層と東西に走る断層の接

するところに石英質砂岩が薄層をなして分布する．こ

れは境下では基質は少なく，石英・斜長石に富み，正

長石もみられる．岩片として酸性火成岩・塩基性火成

岩・チャート・頁岩などが観察できる．この砂岩はト

リアス系の可能性が高い．

4．2　産出放散虫化石

　調査地域からは紙工北方の石灰質細れき岩から琵一

がd。1ぎηαω7吻αm砿紡錘虫化石群（中沢・清水，1963）

が，九谷の石灰岩レンズからはペルム紀中世の腕足類

化石群（SHIMlzu，1963）が報告されている．放散虫

化石は下記の3地点より年代決定に有効なものが得ら

れた．

第2表　岡山県東部金川地域から産出した放散虫

　　　　化石リスト

　　　　LocalltiesRadlolarians

K32 K33 K57

Pseudoalb∂皿ellasp・ 十 十 十

FolljCUCU11廿S膚on㎜t加S 十

凡scho1∂stjcus面orphotypeI 十 十

F．sc加1∂5tjcus　皿orphotypeII 十 十 十

F．sp． 十 十 十

　久保北方（K－32）：b層の黒色頁岩・黒色珪質頁岩か

らPsθ記・α16αぎllεllαsp．，F・llガ。％c包ll％sscん・1αs孟ぎ。膨8

morphotype　I，F18cholαs翻。鴛s　morphotypeII，Fl　sp．

を産する．

　三谷（K－33，K－57）：K－33の黒色頁岩からは．P8θ％一

doα16αδllθllαsp．，’FolZぎ。πcπll％smoηαcαη孟加s，F．

8cholα8孟ぎ。％s　morphotype　II，E　sp．，K－57の黒色頁

岩から1λsp．，丑scん。♂α8言ぎ。麗morphotype　I，E

scんolα8孟δc麗morphotype　II，P　sp．を産する．

　以上の放散虫化石はペルム紀中世後期～新世前期の

年代を示す．

5．考 察

　今回報告した金川地域の北東方20kmの棚原地域で

は放散虫化石にもとづく舞鶴層群の詳しい検討がな

　今回報告した金川地域の北東方20kmの棚原地域

では放散虫化石にもとづく舞鶴層群の詳しい検討が

なされ，放散虫化石帯では1⊃Sθ認。α1δαぎIZellα10ηg一

孟αηθηsぎ8からFol々。膨。財1彪88cholαs琵。膨s　morphotype

I帯までの化石群集帯が識別されている（西村，1986；

NlsHIMuRA　and　IsHIGA，1987）．井原北西地域において

はこれらのうちのP8θ記。α16α611θllα10ηg施肥π訂8から

F・llぎ。鷹包ll鵬属にいたる3群集が，金川においては

Follぎ。πcπ1♂％8属の2群集が識別された．このことは

下部層の塩基性火砕岩の堆積後，陸源砕屑物からな

る中部層の堆積が古舞鶴海（舞鶴層群を堆積した海

洋地域）においてほぼ同じ時代に始まったといえ
る．

　井原北西地域の下部層には赤色チャートをともなう点

で舞鶴層群とは岩相が異なるが，放散虫にもとづけば

棚原地域の舞鶴層群と年代の分布範囲は同じである．

赤色チャートの形成年代は今のところ不明であるが，

井原北方の成羽地域の古生界ではP8e記。α16αぎllθ1♂α

ZOη創α舵η部S，P九sZ∫07加S，FoZZぢCπCπZ♂砺の諸種な

どの放散虫も報告されていて，層状チャートの形成年代

はペノレム紀中世前期と考えられている（佐野ほか，

1987）．ここでの古生界は秋吉帯に属するとされている

が，井原北西地域と同様の岩相・放散虫層序を有する．

従って舞鶴層群は舞鶴帯西部（井原北西地域）では東部

の小浜地域に比べてやや異なったものが含まれると解

釈される．このことは舞鶴層群の基盤をなしていた海

洋地殻の性格が異なっていたことによって赤色チャー

トを形成するような陸源砕屑物の供給をうけない海底

地形の高まり（たとえば海台など）が含まれていたの



48 石賀裕明・高松雅俊・滝川　卓・西村貢一・徳岡隆夫

かもしれない．

　井原北西地域の東隣の地域における夜久野岩類の岩

石化学的検討では，舞鶴層群を形成した夜久野岩類は

沿海もしくは海嶺であったとしている（KOIDE，1986）

が，この結論は先の解釈と矛盾しない．
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図版説明

Figs．1a，nd．2Follど。％c㍑llπs　scholα8孟ぎ。％s　morphotype　I

Fig・1fr・mT571・Fig・2fr・mT697・fthen・rthwest・flbara，OkayamaPrefecture．

Figs．3and，4Follぎ。㍑c膨llπ88ch，olα8琵。π8morphotype　II

　Fig．3from　T697，Fig．4fmm　T6960f　the　northwest　of　Ibara．

Figs・5and・13Follぎ。％c㍑ll膨s況。ηαcαη孟hπs　ISHIGA　and　IMOTO

Fig・5fr・mT696・fthen・rthwest・flbaraarea，Fig．13fr・mH3・ftheKanagawa

　area．

Figs・6・7・8，and9Psθ認。α16αぎllθllαα認θη8ぎs　NISHIMURA　and　ISHIGA

Figs・6and8fr・mT176，Fig．7fr・mT213，Fig．8fr。mT682。fthen。rthweSt。flbara

　area．

Figs．lO，11and121⊃sθ認。α16αぎllθ1∠αsp．cf．P．九sガ∫07加s（HOLDSwoRTH

and　JONES）

　Figs．10a，nd12fmm　T213，Fig．11from　T1760f　the　northwest　of　Ibara　area

Figs．14and15P8θπdoα16αぎ∠∠θ∠1αsp．

　Both　from　K－570f　the　Ka，nagawa　area．

Magnificati・n：Fig・1；×120，Figs．2，3，4，5and11；×150，Figs．6，and10；

　×110，Figs．7and8；×130，Fig．9；×200，Fig．12；×90．
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